
2.1 トレーサビリティ

 適用対象

• 団体責任者と団体構成員

•  個別認証の認証保有農場

• サプライチェーン認証保有者

第 1.0 版 作成者 : 榎本礼子
技術的貢献 : Annika Gabriel
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推定収穫量と収穫記録

認証生産物は年
に 1 回収穫量を
見積る。

2.1.1

収穫された認証
生産物は年に 1
回記録する。

2.1.2

• kg / ha 単位の推定収穫量（花卉の場合、茎の数 / ha ）

• 算出方法は手引き文書 G 「推定収穫量」を参照

• kg / ha  単位の収穫記録 （花卉の場合、茎の数 / ha ）

推定収穫量 収穫量

差異は 15% 未満で
なければならない。
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在庫の記録

責任者は毎年
、製品の購入
、生産、販売
、在庫のバラ
ンスを把握す
る。

2.1.2
生産

購入
販売

在庫



推定収穫量： 700kg
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収穫量の確認

認証生産物の収
穫量を年に 1 回
見積る。

2.1.1

収穫された認証
生産物を年に 1
回記録する。

2.1.2

650kg



認証生産物の収
穫量を年に 1 回
見積る。

2.1.1

収穫された認証
生産物を年に 1
回記録する。

2.1.2

5

収穫量の確認

推定収穫量： 700kg

1500kg
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収穫量の確認

推定収穫量： 700kg

?

認証生産物の収
穫量を年に 1 回
見積る。

2.1.1

収穫された認証
生産物を年に 1
回記録する。

2.1.2
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ある茶の生産者団体の管理者は、レインフォレスト・アライアンスの
手引き文書に記載されている方法を用いて、毎年、各団体構成員の収
穫量の見積もりを算出しています。

答え
  2.1.1 – はい
  2.1.2 – いい
え

ある団体構成員の農地面積は 1 ヘクター
ルで、 2020 年の生葉の推定収穫量は
1,400 ～ 1,600kg でした。

収穫量の記録によると、この団体構成員
が 2020 年に生産者団体に報告した総
収穫量は 2,200kg でした。この団体構
成員も団体管理者も、この差異の理由を
説明できません。 

この生産者団体は、要件 2.1.1 および
2.1.2 に準拠していますか？

Q
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製品の完全分離

認証製品は、
非認証製品と
視覚的に分離
する。

2.1.3
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あるコーヒーの生産者団体には 20 人の団体構成員がいます。認証
を受けているのは 5 組だけで、残りの 15 組は認証を受けていま
せん。 

生産者団体はミルを 1 つ所有し、すべての
団体構成員のコーヒーが一緒に処理されま
す。

加工されたコーヒーは、倉庫にまとめて保
管されます。

バイヤーが認証されたコーヒーを要求した
場合、倉庫にある在庫のうち最大 25 ％を
認証済みコーヒーとして販売します。

この生産者団体は、要件 2.1.3 に準拠し
ていますか？

Q
答え

いいえ
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製品工程図

管理者は製品
の工程を図化
する。

2.1.4

• 認証範囲内のすべての活動

• 集荷、輸送、加工、保管などに関わるすべての仲買人

認証契約農場

集荷地点 工場

非認証契約農場

保管
（下請け業者）

独自の農場単位

例

輸送
 （下請け業者）
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受領書 

認証製品とし
て販売された
製品から認証
農場を辿るこ
とができる。

2.1.5
• 団体構成員の名称
• 団体構成員の ID
• 日付
•  製品の種類と数量
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購買・販売関連書類 

認証製品とし
て販売された
製品から認証
農場を辿るこ
とができる。

2.1.5
• 製品の種類（認証、複数認証、非認証）と数量  
• 日付

（団体構成員による納入の場合）
• 団体構成員の名称 
• 団体構成員の ID
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あるカカオの生産者団体では、団体構
成員が生産者団体にカカオ豆を納品す
ると、団体管理者が納品の詳細を団体
の帳簿に記録します。記録の内容には
団体構成員の名称、 ID 、製品の種類、
数量などが含まれます。 

また、この生産者団体では、すべての
販売記録も同じ帳簿にまとめています。
 

この帳簿が生産者団体の唯一のトレー
サビリティ情報の情報源です。

この団体管理者は、要件 2.1.5 に準拠
していますか？ 

Q
答え

いいえ
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あるコーヒーの生産者団体では、団
体構成員が生産者団体にコーヒーを
納品すると、受領書が発行されます。
受領書には、団体構成員の名
称、 ID 、日付、商品の種類、数量
が記載されます。

また、同団体では、上記の情報を含
むコーヒーの購入・販売関連書類を
すべて保管しています。 

答え

はい

しかし、団体構成員の多くは受領書を自宅に置き忘
れ、時間が経つと紛失してしまいます。 

この団体管理者は、要件 2.1.5 に準拠しています
か？ 
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過剰販売の禁止

認証製品の販
売量合計は、
認証製品の総
生産量／総購
買量と在庫の
残量の合計を
超えてはなら
ない。

2.1.6

総生産量／総購買量

+   前年からの在庫残量

販売量合計
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過剰販売の禁止

認証製品の販
売量合計は、
認証製品の総
生産量／総購
買量と在庫の
残量の合計を
超えてはなら
ない。

2.1.6
総生産量／総購買量

+ 前年からの在庫残量

販売量合計
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今年、ある茶の生産者団体は、団体構成
員の収穫した茶葉により合計 180袋を
生産しました。

販売取引記録によると、この生産者団体
は今年、 200袋のお茶を販売していま
す。

生産者団体の倉庫には、前年の残りの在
庫が 30袋ありました。 

この生産者団体は、要件 2.1.6 に準拠
していますか？

答え

はい

Q
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重複販売の禁止 

重複販売をして
はならない。  

2.1.7
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重複販売の禁止 

重複販売をして
はならない。  

2.1.7
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重複販売の禁止 

重複販売をして
はならない。  

2.1.7
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重複販売の禁止 

重複販売をして
はならない。    

2.1.7
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答え

いいえ

ある輸出業者が、レインフォレスト・アライアンス認証とフェアト
レード認証の両方を取得している農場から 5 トンのコーヒーを購
入しました。

この購入ロットから、フェアト
レード認証のコーヒー 3 トンを
ある輸入業者に、レインフォレ
スト・アライアンス認証のコー
ヒー 3 トンを別の輸入業者に販
売しました。 

この会社は、要件 2.1.7 に準拠
していますか ?
Q
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受領書

団体構成員は売
上の受領書を保
管しなければな
らない。

2.1.8

団体構成員の義務

• 受領書の保管
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転換係数

転換係数を算
出するための
適切な方法を
示し、文書化
する。

2.1.9

• トレーサビリティのタイプが「同一
性保持 (IP) 」または「完全分離
(SG) 」の認証保有者の場合

RA により設定された幅

• トレーサビリティタイプが「マスバ
ランス」の認証保有者の場合

固定の  転換率
（付属文書 S6
「トレーサビリ
ティ」   にて規定）
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あるカカオ協同組合は、今年、認証農場
から合計 2,000kg のカカオ生豆を受領
し、 1,500kg の認証済み乾燥カカオ豆
をバイヤーに販売しました。前年度の在
庫は残っていませんでした。 

カカオ生豆から乾燥カカオ豆への転換係
数は 0.35-0.45 です。

この協同組合は、要件 2.1.9 に準拠して
いますか？

答え

いいえ

Q
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あるカカオ加工工場は、 2,000kg の乾
燥ココア豆を受け取り、 1,600kg のカ
カオリカーをチョコレートメーカーに販
売しました。前年度の在庫は残っていま
せんでした。  

乾燥カカオ豆からカカオリカーへの転換
率は、付属文書 S6 によると 1 ： 0.82
です。

この工場は、要件 2.1.9 を遵守していま
すか？

答え

はい
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計測器の調整

認証製品の重
量または体積
を定義するた
めに使用され
る機器は、毎
年調整しなけ
ればならない
。

2.1.10
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あるコーヒーの生産者団体では
、収穫されたコーヒーチェリー
の量を測定するのに、計測箱を
使用しています。

同じ計測箱を長年使用してきた
ため、変形してしまったようで
す。

答え

いいえ
Q今年、団体構成員が収穫したコー

ヒーチェリーを測るためにこの箱
を使ったところ、「例年よりも箱
の容量が多いような気がする」と
の声が上がりました。 

この生産者団体は、要件 2.1.10
に準拠していますか？   
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在庫管理 

認証製品の過
去 12ヶ月間の
数量の概要を
提供しなけれ
ばならない。

2.1.11
•  購入数量
• 在庫数量
•  加工数量
• 産出物数量
• 廃棄物量
• 販売数量

 （該当するもの）
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トレーサビリティの種類の文書化

認証製品の法的
所有権および／
または物理的所
有権に変更が
あった場合、ト
レーサビリティ
の種類を文書化
しなければなら
ない。

2.1.12 トレーサビリティの種類 

• 同一性保持 (IP)

• 完全分離 (SG)

• マスバランス (MB)

認証製品の法的所有権または物理的所有権に変更があった場合 
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レインフォレスト・アライアンスの製品表示

レインフォレス
ト・アライアン
スに関するあら
ゆる製品表示が
有効であり、レ
インフォレス
ト・アライアン
ス認証プログラ
ムの要件に準拠
していることを
示す証拠を保持
する。

2.1.13  例

「使用しているコーヒーは 100 ％
認証品です」

「生産に伴う温室効果ガスの排出量
を 70 ％削減しました」

「生産者の生活向上を支援していま
す」

一部の製品表示には、特定の基準要件
の準拠が必要となります（例：生活賃
金への貢献）
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